
「実践的手術手技向上研修事業」!
"年間の総括!
!
　　　　　　　　愛媛大学解剖学発生学　!
　　　　　　　!
　　　　　　　　　　　　　　　　　松田正司!

謝辞：本事業は平成24, 25, 26, 27, 28年度の厚
生労働省「実践的な手術手技向上研修事業」の
支援を受け、実施されたものです。この場をお借
りして御礼申し上げます。



厚生労働省「広くその対象ブロックの医師・歯
科医師が参加出来るように、特に学外参加者
に配慮すること」!
!
広報、募集等は臨床各科に任せたが、各科へ
の予算配分では他施設からの講師費用を全
額上乗せし、他施設からの参加者数を参考に
配分額を決めた。!
!
! !多くの学外医師会員の参加。!
! !医師会からの認知。!
! !医師会から#$$$万円支援。!



青色部分を加算評価

解剖学講座は最低額!

現状



平成%&年度には
医師会の予算か
ら手術手技研修
に#$$$万円の支
援があった。之に
より、手術台等の
高額備品が購入
できた。

現状



１６講座、６センター
の協力関係 

参加者の分布（平成%'年度）

現状
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参加者医師数



内科学第一講座・!
総合臨床研修センター

愛媛県内の初期研修医数（卒業大学別）

! "! #! $! %! &! '! (! )! *! "!!""!

平成!!年度

平成!"年度

平成!#年度

平成!$年度

平成!%年度

平成!&年度

平成!'年度

愛大卒

他大学卒

簡易シミュレータとご遺体による
実践的手技習得（胸腔穿刺）

特記すべき研修１
内科学第二講座

左鎖骨下静脈から各種リードを透
視下に留置し，透視下でのリード位
置と実際の留置部位の差異を検討 

透過性の良い
透明アクリル
板の解剖台 

現状



脳神経外科・耳鼻咽喉科!
ジョイントセミナー

特記すべき研修"
+,センター 

 

 

現状



　　　　を救う、医療機器開発に関する!
産学連携プラットホームのスーパーハイウェイ構想!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（-./センター長　今村健志 教授）

日本

シーズ開発

臨床研究支援/

手術手技研修/

低侵襲癌治療/

動物実験 小動物

ブタ

ご遺体

今後の展望



手術手技研修　組織図

医学系研究科等
倫理委員会
（全般的審査）実施内容 

の報告

外科3講座、 
解剖学関係 
（松田、小林、佐伯）

手術手技向上
研修委員会

法的，倫理的な
観点から審査

　　　　　　　　　　　　　　　手術手技研修
　　　　　　　　　　　　　　　　センター
　　　　　

御遺体の準備 
実施時期の調整 
実習室準備

研修実施者 
　臨床各科・総合臨床研修センター、低侵襲・がん治療センター

センター運営会議

運営費等!
検討委員会!

ご遺体利用
検討委員会!

企業等参加
検討委員会!

倫理委員会!

倫理
審査
申請

小委員会

運営経費と利
益相反状態を
報告

許可証発行

研修の支援

報告 

解剖学・発生学講座
 

献体受付、遺体管理

申請

今後の展望



愛媛大学医学部附属手術手技研修セン
ター運営会議小委員会内規（案）

第１条　愛媛大学医学部附属手術手技研
修センター運営会議細則第８条の規定に
基づき，愛媛大学医学部附属手術手技
研修センター運営会議（以下「運営会議」
という。）に次の小委員会を置き，それぞ
れ当該各号に掲げる業務を行う。

今後の展望



（1）倫理委員会!
ア　各講座から医学系研究科等倫理委員会に提出
する審査申請書の内容を確認する。!
イ　各講座から日本外科学会ガイドライン検討委員
会に報告する「実施報告書」を取りまとめ，内容を審
査し，必要に応じて各講座に修整を依頼し，運営会
議へ報告する。

（2）企業参加等検討委員会!
ア　手術手技研修への企業参加を推進するため，適
正な方法を検討し，運営会議に諮る。!
イ　各講座から日本外科学会ガイドライン検討委員
会に報告する「利益相反報告書」を取りまとめ，内容
を審査し，必要に応じて各講座に修整を依頼し，運
営会議へ報告する。



（3）運営費等検討委員会!
ア　手術手技研修の運営費について検討し，運営会
議に諮る!
イ　各講座から日本外科学会ガイドライン検討委員
会に報告する「経理報告書」を取りまとめ，内容を審
査し，必要に応じて各講座に修整を依頼し，運営会
議へ報告する。

（4）ご遺体利用検討委員会!
ア　各講座の研修の希望を集約し，配分を決定する。!
イ　効率的なご遺体の利用方法を検討し，運営会議
に諮る。


